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飯
南
高
校
は
飯
南
町
で
唯
一
の
高
校
と
し
て
、こ
れ
ま
で
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
を
数
多

く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。�

　
近
年
で
は
教
育
施
設
の
整
備
・
生
徒
の
良
好
な
気
風
・
中
高
一
貫
教
育
な
ど
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の

中
で
、国
公
立
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
進
学
実
績
や
一
人
ひ
と
り
に
対
応
し
た
就
職
実
績
な
ど
、町
内

外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、部
活
動
で
は
、昨
年
度
全
国
優
勝
を
成
し
遂
げ
た「
報
道
部
」、今
年
度
県
大
会
を
制
覇
し
た

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
」、今
年
度
夏
の
県
大
会
で
ベ
ス
ト
８
に
進
出
し
た「
野
球
部
」、国
体
・
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
へ
の
出
場
を
続
け
る「
ス
キ
ー
部
」な
ど
、そ
の
活
躍
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

　
し
か
し
、近
年
人
口
減
少
・
少
子
化
等
に
よ
り
生
徒
数
の
確
保
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
た
め
に
、昨
年
度
、教
育
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
飯
南
高
校
魅
力
づ
く

り
会
議「
キ
ラ
リ
！
ド
リ
ー
ム
ア
ッ
プ
思
援
会
議
」を
設
置
し
、飯
南
高
校
の
魅
力
を
高
め
な
が
ら
入

学
者
の
確
保
を
図
る
方
法
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。こ
の
度
、そ
の
検
討
結
果
が
報
告
書
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
飯
南
高
校
は
現
在
１
学
年
２
学
級
、定
員
２
４
０

名
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、生
徒
数
は
近
年
概
ね
１
７

０
名
程
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。ま
た
、近
年
近
隣

市
町
村
か
ら
の
入
学
生
徒
数
が
増
加
し
、平
成
23
年

度
で
は
全
校
生
徒
の
う
ち
約
４
分
の
１
の
46
名
が

町
外
中
学
出
身
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、生
徒
数
の
大
部
分
を
占
め
る
頓
原
・
赤

来
両
中
学
校
の
卒
業
生
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、平

成
23
年
度
以
降
の
中
学
卒
業
生
は
概
ね
40
名
前
後

と
な
り
、島
根
県
教
育
委
員
会
が
定
め
た
２
学
級
維

持
の
た
め
の
最
低
必
要
入
学
者
数
42
名
を
下
回
る

状
況
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、

　
今
後
、生
徒
数
が
減
少
し
、

生
徒
数
が
減
少
し
、１
学
年
１
学
級
と
な
っ
た
場
合
、

１
学
年
１
学
級
と
な
っ
た
場
合
、次
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る

次
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
、生
徒
数
が
減
少
し
、１
学
年
１
学
級
と
な
っ
た
場
合
、次
の
よ
う
な
状
況
が
生
じ
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

・
特
色
の
一
つ
で
あ
る
少
人
数
習
熟
度
別
授
業
が
で
き
な
く
な
る�

・
一
人
ひ
と
り
に
対
応
し
た
き
め
細
か
な
個
別
指
導
が
で
き
に
く
く
な
る�

・
理
系
文
系
を
区
別
し
た
学
習
体
制
が
と
れ
な
く
な
る�

・
部
活
動
が
衰
退
す
る（
特
に
集
団
競
技
）�

・
教
育
活
動
全
般
に
覇
気
が
な
く
な
る�

・
地
元
に
高
校
生
が
大
幅
に
減
少
す
る
た
め
地
域
の
活
力
が
低
下
す
る�

・
教
職
員
・
生
徒
数
の
減
少
に
よ
り
地
域
経
済
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、１
学
年
２
学
級
を
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
り
、そ
の
た
め

に
は
生
徒
が
進
学
を
希
望
し
た
り
、保
護
者
や
中
学
校
教
員
が
進
学
を
勧
め
た
く
な
る
よ
う

な
更
に
魅
力
あ
る
学
校
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。そ
の
上
で
、町
内
中
学
校
か
ら
の

入
学
率
向
上
と
町
外
中
学
校
か
ら
の
入
学
生
徒
数
の
さ
ら
な
る
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、中
長
期
な
対
策
と
し
て

次
の
よ
う
な
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

❶
学
力
向
上
の
推
進�

・
少
人
数
・
習
熟
度
別
学
習
な
ど
の
深
化
・
拡
充�

・
中
高
一
貫
教
育
の
推
進（
学
習
支
援
館
の
充
実
・
発
展
）�

・
飯
南
地
域
保
小
中
高
連
携（
一
貫
）教
育
の
さ
ら
な
る
充
実�

❷
特
色
あ
る
教
育
の
推
進�

・
校
外
施
設
と
連
携
し
た
環
境
・
自
然
教
育�

・
自
転
車
ク
ラ
ブ
の
創
設
の
検
討�

❸
受
け
入
れ
施
設
の
確
保�

・
寄
宿
舎
の
改
築�

・
山
村
留
学
な
ど
の
検
討�

・
民
泊
な
ど
の
受
け
入
れ
体
制
の
構
築�

❹
教
職
員
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り�

・
校
務
処
理
や
授
業
補
助
、部
活
動
の
指
導
な
ど
が
で
き
る�

　
職
員
等
の
配
置�

❺
交
通
手
段
の
確
保�

・
掛
合
・
吉
田
方
面
か
ら
の
生
徒
の
交
通
手
段
を
検
討�

❻
勧
誘
活
動
の
推
進�

・
生
徒
を
呼
び
込
む
た
め
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動

　
今
後
、こ
れ
ら
の
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、実
行
組
織
を
立
ち
上
げ
る
と
共
に
、役
場
内

に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。教
育
の
視
点
だ
け
で
な
く
、地
域
活
性
化
に
も

大
き
く
関
連
し
た
事
項
と
し
て
、町
と
し
て
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、生
徒
数
を
確
保
す
る
た
め
に
様
々

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、思
援
会
議
で
提
言
さ
れ

た
短
期
的
な
対
策
と
し
て
、平
成
23
年
度
に
は
次
の
取
り
組
み

を
実
現
し
ま
し
た
。

❶
通
学
対
策

・
高
校
の
終
業
、部
活
動
終
了
時
間
に
合
わ
せ
た
町
営
バ
ス
の

　
運
行
ダ
イ
ヤ
改
善�

・
町
営
バ
ス
の
始
発
を
大
和
小
学
校
前
ま
で
延
長�

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
美
郷
町
粕
渕
ま
で
運
行�

・
町
営
バ
ス
の
通
学
定
期
代
の
全
額
補
助�

・
掛
合
・
吉
田
方
面
か
ら
の
高
速
バ
ス
通
学
定
期
代
の
全
額
補
助

❷
寄
宿
舎
対
策

・
寮
費
の
管
理
費
相
当
分
の
補
助

❸
奨
学
金
制
度
の
拡
充

・
支
援
が
必
要
な
生
徒
に
対
し
奨
学
金
を
支
給�

・
大
学
進
学
者
等
に
対
す
る
奨
学
金
貸
付
枠
・
限
度
額
の
拡
充

❹
学
力
向
上
へ
の
支
援

・
学
習
支
援
館
の
設
置�

全国優勝を成し遂げた「報道部」�

県大会を制覇した「ハンドボール部」�

国体・インターハイへの出場を続ける「スキー部」� 県大会ベスト８に進出した「野球部」�



　
小
田
真
木
地
域
活
動
組
織
主
催

の
冬
の
星
空
観
察
会
が
、ふ
る
さ
と

回
想
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で

し
た
が
、頓
原
公
民
館
の
石
川
隆
主

事
を
講
師
に
迎
え
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー
を
使
っ
た
星
や
宇
宙
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、バ
ー
テ
ン
ダ
ー
経
験
を
持

つ
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
谷
二

郎
さ
ん
に
よ
る
バ
ー
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。コ
コ
ア
や
ホ
ッ
ト
カ
ル
ピ

ス
、ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
な
ど
、子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
飲
み
物

が
提
供
さ
れ
、冬
の
星
空
に
想
い
を

馳
せ
な
が
ら
、心
も
体
も
温
ま
る
夜

と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
11
日
に
島
根
県
中
央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
た
島
根
中
央

子
牛
共
進
会
に
、飯
南
町
か
ら
も
子
牛
が
出
品
さ
れ
、優
秀
な
成
績

を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
石
飛
啓
二
さ
ん（
花
栗
）の
愛
牛「
さ
な
え
２
の
２
号
」

　
　
佐
々
木
弘
之
さ
ん（
上
赤
名
）の
愛
牛「
ま
き
ふ
く
号
」

　
　
土
江
勝
美
さ
ん（
角
井
）の
愛
牛「
ほ
し
か
つ
み
号
」

　
　
妹
尾
知
信
さ
ん（
長
谷
）の
愛
牛「
き
た
ふ
く
は
な
11
号
」

　
昭
和
23
年
か
ら
38
年
ま
で
の
間

設
置
さ
れ
、
12
期
１
７
５
名
の
卒

業
生
を
輩
出
し
た「
島
根
県
立
三

刀
屋
高
等
学
校
頓
原
分
校
」を
末

永
く
歴
史
に
刻
み
止
め
よ
う
と
、

卒
業
生
が
中
心
と
な
り
、ふ
れ
あ

い
ホ
ー
ル
み
せ
ん
に
隣
接
す
る
学

校
の
跡
地
に
記
念
碑
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
卒
業
生
や
関

係
者
が
出
席
し
て
除
幕
式
が
行
わ

れ
、記
念
碑
の
除
幕
の
後
、校
歌
を

斉
唱
す
る
な
ど
し
て
在
り
し
日
の

母
校
に
想
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ
大
阪
に
お

い
て「
第
49
回
近
畿
島
根
県
人
会
」が
開

催
さ
れ
、飯
南
町
か
ら
も
山
碕
町
長
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、飯
南
町
出
身
の
松
原 

護「
近
畿
赤
来
会
」会
長
、

佐
和
田 

丸「
関
西
頓
原
会
」会
長
ほ
か
、近
畿
地
区
在
住

者
の
皆
さ
ん
の
出
席
が
あ
り
、故
郷
飯
南
町
の
話
題
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
出
身
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
引
き
続
き
飯
南
町
応
援

団
と
し
て
飯
南
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
た
い
」と
い

う
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
飯
南
病
院
創
設
50
周
年
を
記
念
し

た「
飯
南
町
生
き
が
い
村
ま
つ
り
」が
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　「
連
携
と
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
」と
題
し
て
、京
丹
後
市
立
久
美

浜
病
院
院
長 

赤
木
重
典
氏
を
講
師

に
迎
え
た
講
演
会
で
は
、中
山
間
地

域
の
医
療
機
関
と
し
て
の
意
識
の

持
ち
方
、あ
る
べ
き
姿
な
ど
を
、自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
て
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
場
に
は「
飯
南
病
院
、来

島
診
療
所
の
あ
ゆ
み
」と
題
し
た
、

年
表
や
記
事
な
ど
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
も
設
置
さ
れ
、参
加
者
は
飯
南
地

域
の
医
療
を
支
え
て
き
た
両
施
設

の
歴
史
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

　
３
月
に
は
、生
き
が
い
村
ま
つ
り

第
２
部
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
島
根
県
内
の
地
域
対
抗
で
競
う
、

第
20
回
浜
田
益
田
間
駅
伝
競
走
大

会（
し
お
か
ぜ
駅
伝
）が
、益
田
陸
上
競

技
場
と
し
ま
ね
お
魚
セ
ン
タ
ー
の

間
の
９
区
間
、４
２
・
１
９
５
キ
ロ

の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
飯
南
町
か
ら
２
チ

ー
ム
が
出
場
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
初
め
て
合
同
チ
ー
ム
で
の

出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
飯
南
チ
ー
ム
は
大
会
前
の
夜
間

練
習
な
ど
、厳
し
い
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、県
内
か
ら
39
の
強
豪

チ
ー
ム
が
出
場
し
た
中
、18
位
と

大
健
闘
し
ま
し
た
。

　
第
63
回
人
権
週
間（
12
月

４
日
〜
10
日
）の
期
間
中
、町

内
で
様
々
な
人
権
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
６
日
に
志
々
小
学
校
で
行
わ
れ
た
人
権
出
前

講
座
で
は
、親
子
で
人
権
啓
発
カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
も
同
校
を
訪
れ
、児
童
達
に
人
権
の
大
切
さ
を
語

り
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
12
月
７
日
に
は
、男
女
共
同
参
画
支
援
団
体「
二
輪

草
の
会
」会
長
の
藤
原
春
美
さ
ん
が
一
日
人
権
擁
護
委

員
の
委
嘱
を
受
け
、飯
南
町
の
人
権
擁
護
委
員
の
み
な

さ
ん
と
共
に
、街
頭
な
ど
で
人
権
の
大
切
さ
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　
ま
た
、12
月
10
日
に
は
来
島
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で

人
権
啓
発
の
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　「
思
い
や
り
の
心
」と「
か
け
が
え
の
な
い
命
」を
大

切
に
す
る
こ
と
が
、今
一
人
ひ
と
り
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
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●いいしクリーンセンターでは、施設機械の経年劣化のため圧縮梱包機（4,620万円）を修繕し 
　ました。
●三刀屋斎場では、火葬炉周辺機器の整備工事（562万円）を実施しました。
●ケーブルテレビの飯南町エリアでは、地上デジタル放送受信設備工事（1億7,000万円）を実
　施し、平成23年度から始まるデジタル放送へ対応するための準備を整えました。

　雲南市・飯南町内におけるごみ処理の総排出量は平成19年度から減少方向が続いています。このことから、
住民一人当たりのごみの排出量も平成22年度には600ｇ/日をきりました。島根県の平成21年度の平均が
895ｇ/日ですので、この値よりも306ｇ/日低く抑えられています。

　
一
般
会
計
歳
入
に
お
い
て
69
％

を
占
め
る
分
担
金
及
び
負
担
金
は
、

雲
南
市
・
飯
南
町
か
ら
の
負
担
金

で
し
た
。ま
た
、ご
み
処
理
及
び
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
運
営
に
係
る
事
業

か
ら
生
じ
る
使
用
料
及
び
手
数
料

は
22
％
と
な
り
、両
方
を
加
え
る

と
歳
入
の
91
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、一
般
会
計
歳
出
に
お
い
て

は
、衛
生
費（
ご
み
処
理
）が
33
％
、有

線
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
費（
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
）が
40
％
、公
債
費（
施
設
整

備
に
係
る
借
入
の
返
済
金
）
が
24
％
と

な
り
、こ
の
３
つ
の
合
計
は
歳
出

の
97
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
電
気
通
信
事
業
特
別
会
計
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
運
営
事
業
に
係

る
も
の
で
、平
成
22
年
度
の
純
利

益
と
し
て
３，
７
４
７
万
円
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、

　
な
お
、委
員
会
に
よ
る
候
補
地

委
員
会
に
よ
る
候
補
地

の
絞
り
込
み
が
困
難
な
状
況
で
あ

の
絞
り
込
み
が
困
難
な
状
況
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

っ
た
こ
と
か
ら
、光
延
忠
彦
会
長

光
延
忠
彦
会
長（
島
（
島

根
県
立
大
学
教
授
）

根
県
立
大
学
教
授
）
、藤
原
秀
晶
副
会

藤
原
秀
晶
副
会

長
（
山
陰
中
央
新
報
社
特
別
論
説
委
員
）

（
山
陰
中
央
新
報
社
特
別
論
説
委
員
）

に
お
い
て
、

に
お
い
て
、「
委
員
会
で
の
意
見
集

「
委
員
会
で
の
意
見
集

約
」
約
」「
庁
舎
建
設
に
係
る
関
係
法
令

「
庁
舎
建
設
に
係
る
関
係
法
令

等
の
比
較
」

等
の
比
較
」「
候
補
地
の
評
価
」

「
候
補
地
の
評
価
」「
町
「
町

内
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く

内
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く

り
」
り
」の
４
項
目
に
よ
り
候
補
地
の

の
４
項
目
に
よ
り
候
補
地
の

優
位
性
を
判
断
し
た
。

優
位
性
を
判
断
し
た
。結
論
と
し

結
論
と
し

て
候
補
地
の
順
位
は
１
番

て
候
補
地
の
順
位
は
１
番
・
赤
名
赤
名

地
内
、

地
内
、２
番
２
番
・
頓
原
地
内
、

頓
原
地
内
、３
番
３
番
・
上

来
島
地
内
、

来
島
地
内
、野
萱
地
内
と
す
る

野
萱
地
内
と
す
る
。

　
ま
た
、

　
ま
た
、本
庁
舎
以
外
の
地
区
に

本
庁
舎
以
外
の
地
区
に

支
所
を
設
置
し
、

支
所
を
設
置
し
、各
支
所
の
あ
り
方

各
支
所
の
あ
り
方
、

持
つ
べ
き
機
能
、

持
つ
べ
き
機
能
、職
員
配
置
に
つ

職
員
配
置
に
つ

い
て
は
十
分
精
査
し
、

い
て
は
十
分
精
査
し
、例
え
ば
住

例
え
ば
住

民
委
員
会
な
ど
に
よ
り
、

民
委
員
会
な
ど
に
よ
り
、各
支
所

各
支
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る

の
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る

の
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。

 

新
庁
舎
建
設
の
基
本
理
念

①
使
い
や
す
く
満
足
で
き
る「
開

　
か
れ
た
庁
舎
」

②
町
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る「
防

　
災
機
能
を
有
し
た
庁
舎
」

③
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

　「
や
さ
し
い
庁
舎
」

④
無
駄
な
も
の
を
省
い
た「
簡
素

　
で
効
率
的
な
庁
舎
」

 

新
庁
舎
建
設
の
基
本
方
針

①
多
数
の
町
民
が
訪
れ
る
施
設
で

　
あ
る
こ
と

②
庁
舎
と
し
て
の
基
本
性
能
を
満

　
た
す
庁
舎
で
あ
る
こ
と

③
庁
舎
に
お
け
る
業
務
・
機
能
の

　
将
来
像
を
見
据
え
た
施
設
で
あ

　
る
こ
と

④
景
観
な
ど
地
域
性
に
配
慮
し
た

　
庁
舎
で
あ
る
こ
と

 

新
庁
舎
の
規
模

①
法
令
等
の
規
模
設
定
基
準

②
職
員
数
な
ど
実
情
を
考
慮
し
た

　
規
模
設
定

③
周
辺
町
の
事
例
を
参
考
と
し
て

　
算
定

 

新
庁
舎
の
建
設
時
期

　
合
併
特
例
債
の
適
用
最
終
年
度

で
あ
る
平
成
26
年
度
ま
で
に
建
設

を
行
う
計
画
で
進
め
ら
れ
た
い
。

 
新
庁
舎
の
建
設
用
地

　
次
の
４
箇
所
を
候
補
地
と
し
て

検
討
さ
れ
た
い
。

①
旧
頓
原
小
学
校
跡
地（
頓
原
地
内
）

②
来
島
駐
在
所
北
東
部
丘
陵
地（
野

　
萱
地
内
）

③
広
域
農
道
入
口
周
辺
・
赤
来
中

　
学
校
入
口
周
辺（
上
来
島
地
内
）

④
赤
名
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
Ｃ
Ａ

　
Ｔ
Ｖ
横
駐
車
場（
赤
名
地
内
）

　
な
お
、委
員
会
に
よ
る
候
補
地

の
絞
り
込
み
が
困
難
な
状
況
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、光
延
忠
彦
会
長（
島

根
県
立
大
学
教
授
）
、藤
原
秀
晶
副
会

長
（
山
陰
中
央
新
報
社
特
別
論
説
委
員
）

に
お
い
て
、「
委
員
会
で
の
意
見
集

約
」「
庁
舎
建
設
に
係
る
関
係
法
令

等
の
比
較
」「
候
補
地
の
評
価
」「
町

内
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
づ
く

り
」の
４
項
目
に
よ
り
候
補
地
の

優
位
性
を
判
断
し
た
。結
論
と
し

て
候
補
地
の
順
位
は
１
番
・
赤
名

地
内
、２
番
・
頓
原
地
内
、３
番
・
上

来
島
地
内
、野
萱
地
内
と
す
る
。

　
ま
た
、本
庁
舎
以
外
の
地
区
に

支
所
を
設
置
し
、各
支
所
の
あ
り
方
、

持
つ
べ
き
機
能
、職
員
配
置
に
つ

い
て
は
十
分
精
査
し
、例
え
ば
住

民
委
員
会
な
ど
に
よ
り
、各
支
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る

の
も
一
つ
の
方
法
と
考
え
る
。
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新
米
の
お
餅
が
お
い
し
い
季
節

に
な
り
ま
し
た
。お
祭
り
や
地
区
の

行
事
な
ど
で
お
餅
を
つ
か
れ
た
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。こ
れ
か
ら
お
正

月
に
か
け
て
雑
煮
や
き
な
粉
餅
、ぜ

ん
ざ
い
な
ど
お
餅
を
食
べ
る
機
会

が
増
え
て
き
ま
す
。

　
お
餅
を
食
べ
る
場
合
、お
餅
だ
け

に
な
り
が
ち
で
す
。お
餅
だ
け
を
食

べ
る
習
慣
が
長
く
続
く
と
血
糖
値

が
上
が
り
や
す
く
な
り
、「
糖
尿
病
」

の
引
き
金
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
野
菜
や
き
の
こ
類
、海
藻
類
に
含

ま
れ
て
い
る
食
物
繊
維
に
は
血
糖

値
の
上
昇
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。お
餅
を
食
べ
る
時
は
、お
餅

だ
け
で
な
く
野
菜
（
大
根
、白
菜
、ほ
う

れ
ん
草
、人
参
、ご
ぼ
う
な
ど
）
や
た
ん
ぱ

く
質（
卵
、魚
、肉
、豆
腐
な
ど
）を
一
緒
に

食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
と
え
ば
、大
根
お
ろ
し
や
大
根

と
わ
か
め
の
酢
の
物
、湯
豆
腐
な
ど

の
組
み
合
わ
せ
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、お
餅
よ
り
先
に
野
菜
や
き
の

こ
類
、海
藻
類
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
血
糖
値
の
上
昇
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
お
餅
は
１
食
に
４
〜
５
個
と
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

小
さ
め
の
餅
２
個
は
ご
飯
１
杯
分

と
同
じ
く
ら
い
の
カ
ロ
リ
ー
に
な

り
ま
す
。い
つ
も
よ
り
カ
ロ
リ
ー
オ
ー

バ
ー
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。ま
た
、よ
く
噛
ん
で

食
べ
る
こ
と
で
食
べ
過
ぎ
を
防
ぐ

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
お
い
し
い
お
餅
も
の
ど
に
詰
ま

る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
小
さ
く
切
っ
て
お

い
た
り
、よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
よ
う

に
心
が
け
、季
節
の
味
を
味
わ
い
ま

し
ょ
う
。

　
去
る
10
月
28
日（
金
）と
11
月
11

日（
金
）に
、東
部
地
区
（
松
江
市
）
、

西
部
地
区（
浜
田
市
）
に
分
け
て「
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、日
頃
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
員
が
地
域
に
入
り
、住

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
新
し
い
地

域
づ
く
り
に
向
け
た
調
査
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
当
日
は
、セ
ン
タ
ー

が
中
山
間
地
域
の
定
住
を
支
え
る

た
め
に
行
っ
て
い
る
調
査
研
究
を

紹
介
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
一

緒
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
地
域
の

方
々
か
ら
実
例
も
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
か
ら
は
活
発
に
質
問
や
意

見
を
い
た
だ
き
、充
実
し
た
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
さ
ら
に

調
査
研
究
を
充
実
し
、情
報
発
信

を
行
っ
て
、よ
り
多
く
の
皆
様
に

利
用
さ
れ
る
研
究
機
関
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
税
金
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
の

よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
か
、ま
た
、税

の
意
義
や
役
割
な
ど
を
理
解
し
、そ

の
必
要
性
や
使
い
道
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
た
め
、税
に
関
す
る
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
が
小
学
生
を
対
象

に
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
大
東
税
務
署
管
内
か
ら
４

７
７
点
の
応
募
が
あ
り
、そ
の
中
か

ら
下
記
の
児
童
の
皆
さ
ん
の
作
品
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

田
部 

雄
路
さ
ん

（
頓
原
小
６
年
）

香
川 
拓
也
さ
ん

（
志
々
小
６
年
）

大
石 

雛
子
さ
ん

（
赤
名
小
６
年
）

加
藤 

深
咲
さ
ん

（
来
島
小
６
年
）

県審査員会特別賞� 飯南町長賞�

飯南町青色申告会長賞� 雲南法人会飯南支部長賞�

飯南町教育長賞�島根県東部県民センター雲南事務所長賞�

吉中 　晃さん

木村 純香さん

三島 亜美さん

小野田 太陽さん

桑原 　央さん 門脇 一史さん

受賞作品�

79
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飯
南
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
”い
〜
に
ゃ
ん
“が
、お
披
露
目

を
兼
ね
て
町
内
各
保
育
所
を
訪
問

し
ま
し
た
。

　
突
然
現
れ
た
”い
〜
に
ゃ
ん
“に
大

興
奮
の
子
ど
も
た
ち
。こ
れ
か
ら
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
大
活
躍
し
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

募
集
団
地

　
赤
名
団
地（
下
赤
名
）　
２
戸（
２
Ｄ
Ｋ
）、２
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

応
募
期
間

　
１
月
４
日（
水
）〜
１
月
18
日（
水
）17
時
必
着

抽
　
　
選
　
２
月
上
旬

入
居
予
定
　
２
月
下
旬

■　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
松
江
住
宅
管
理
事
務
所

　
℡
０
８
５
２
・
２
２
・
３
４
０
０島

根
県
最
低
賃
金
が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
23
年
11
月
６
日
以
降
の
賃
金
か
ら
適
用
）

■　
島
根
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室 

℡
０
８
５
２
・
３
１
・
１
１
５
８

※緊急の連絡および戸籍に関する届出は

　休業中も受け付けます。（赤名・頓原庁舎のみ）  

赤名庁舎℡７６・２２１１　頓原庁舎℡７２・０３１１

　
全
国
の
全
て
の
企
業
・
事
業
所

を
対
象
と
し
て
平
成
24
年
経
済

セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。調
査
は
平
成
24
年
２
月
１

日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。調
査
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
、平
成
23
年

12
月
か
ら
平
成
24
年
１
月
に
か

け
て
調
査
員
が
お
伺
い
し
調
査

票
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、調
査
へ
の
報
告
は
法
律

で
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内

容
に
つ
い
て
は
、統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

■　
総
務
課
行
革
情
報
担
当

　
℡
７
６
・
２
２
１
１

　
自
死
さ
れ
た
ご
遺
族
に
よ
る
自
助
グ
ル
ー
プ「
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の

会
・
虹
」で
は
、遺
族
の
思
い
を
、と
も
に
寄
り
添
い
、自
由
に
気
持
ち
を
語

り
合
え
る
場
と
し
て「
自
死
遺
族
わ
か
ち
あ
い
の
集
い
」が
定
期
的
に
開

催
さ
れ
、自
死
遺
族
だ
け
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

■　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

　
℡
０
９
０
・
４
６
９
２
・
５
９
６
０（
担
当 

桑
原
）

雲南警察署からのお知らせ�

警察では、犯罪の被害に遭われた方に対し、関係機関・
団体と連携し、各種相談窓口を設け、被害者の方の抱え
るさまざまな問題の解決に向けた支援を行っています。

■
　●
　　　 又は　
　● 　　
　● 　　
　● 　 　
気軽に相談してください。

■
雲南警察署　　

豪華賞品が満載！飯南町の「雪」にまつわる写真を大募集!!

■
平成23年12月19日（月）～平成24年１月31日（火）
・詳細は、さとやまにあホームページ
　http://www.satoyamania.net/

または、飯南町国道54号活性化
アクションプラン推進
協議会（電話76・2864）
までお問い合わせくだ
さい。

日 時：平成24年1月14日（土）�
場 所：琴引フォレストパークスキー場�

い～にゃん雪まつり
　10：00～15：00
　楽しいイベントやおいしい食べ物が盛りだくさん！　楽しいイベントやおいしい食べ物が盛りだくさん！
■
　親子重量当て雪だるまづくり、雪上オリンピック、ちび　親子重量当て雪だるまづくり、雪上オリンピック、ちびっこ雪上お宝探しっこ雪上お宝探し、
　あつあつおでん早食い競争、お楽しみ抽選会、フードコ　あつあつおでん早食い競争、お楽しみ抽選会、フードコーナー、雪だるま発送サービスーナー、雪だるま発送サービスなどなど
■
　飯南町国道　飯南町国道54号活性化アクションプラン推進協議会　℡号活性化アクションプラン推進協議会　℡76・2864

超そり大会
　受付受付8：00～8：30　競技スタート　競技スタート9：30～
　自慢のそりで豪華賞品をゲット！　自慢のそりで豪華賞品をゲット！
■
　平成　平成23年12月３日月３日（土）（土）～平成～平成24年１月年１月12日（木）日（木）
■申込＆詳細は、琴引フォレストパークスキー場ホームペー申込＆詳細は、琴引フォレストパークスキー場ホームページ　ジ　http://ski.kotobiki.co.jp/

　または、そり大会事務局（電話　または、そり大会事務局（電話72・1021）までお問い合わせください）までお問い合わせください。

い～にゃん雪まつり
　10：00～15：00
　楽しいイベントやおいしい食べ物が盛りだくさん！
■
　親子重量当て雪だるまづくり、雪上オリンピック、ちびっこ雪上お宝探し、
　あつあつおでん早食い競争、お楽しみ抽選会、フードコーナー、雪だるま発送サービスなど
■
　飯南町国道54号活性化アクションプラン推進協議会　℡76・2864

超そり大会
　受付8：00～8：30　競技スタート9：30～
　自慢のそりで豪華賞品をゲット！
■
　平成23年12月３日（土）～平成24年１月12日（木）
■申込＆詳細は、琴引フォレストパークスキー場ホームページ　http://ski.kotobiki.co.jp/

　または、そり大会事務局（電話72・1021）までお問い合わせください。




